
 

にこにこ新聞 3月 （書道・外国人の英会話） 

連絡先  855－4155（教室） 

 

子供にとって心地よい学習環境を作るために  

子供にとって心地よい学習環境を作ってあげることは、子供にとっても意欲的に学習に取り組むことがで

きるようになり、親子共々快適な環境になることでしょう。 

きっとわかりきっていることですが、なかなかできないことです。 

 

ポイントは 4つ 

 

① 早寝早起きの習慣 

② バランスの取れた食事（朝食はきちんととるようにしましょう） 

③ 短時間集中学習 

④ お母さんの笑顔 

 

お母さんの笑顔があれば、子供さんは頑張れます。どうか優しい笑顔で日々接してあげてくださいね。 

低学年の頃から小さなことでも褒め笑顔で接することで、子供が高学年や中学生になっても良い関係

が保てるようになります。 

もう手遅れかしらと思わずに誉めることをみつけ笑顔で接してあげてください。 

友達や人と比べるのでなくその子どもの成長今ここにいることそこを誉めてあげましょう 

  お母さんの時代と色々なものが変わってきています。広い心で子どもたちを見守ってあげましょう 

 

 



お友達で来てみたいなという人がおられましたら 

是非ご紹介くださると嬉しいです 

 

書道教室からのおしらせ 3/29～4/5まで教室の休み、4/7～開始 

昇段試験の時期になりましたね。皆,昇段試験を受けることができてよかったです。 

というのも、１級、それ以上の段者は、３月、９月に昇段試験を受験することができます。が 

半年間、同じ段を継続し、その間、検定試験を受けていきます。その半年の検定試験のできによって、昇

段試験を受けられるかどうか判断され、受験資格を貰える通知をいただきます。 

その通知を、皆,貰えたのでよかったです。 

また通常の検定試験申し込み(4 月から 9 月分)を継続の生徒、新規で申し込んだらいいな？という生徒に

お月謝袋の中に袋と申込用紙を入れておりますので３月１7日までに申し込んでください。 

この３月で退会するかもしないかもという生徒はとても寂しいですがお知らせください。 

第二聖徳幼稚園の卒園生は小学校になったら4 月からは 

柿迫教室       金曜日 4時 30 分から8 時までの間でいつでも 

さくらの集会所    水曜日４時30分から6 時30分のいつでも   

やっています。どちらの教室にでも来てください。 

水曜日のさくらの教室は 1月に雪が多くてお休みにした日を 3月で振り替えます。 

            毛筆を持ってくる日と持ってくる学年 

 

水曜日さくらの 

3月 1日 

 

8日 

 

15日 

 

22日 

 

３年 

 

４・５年 

 

２・６年 

 

持って来てねといった人 

 

金曜日 KIC 

3月３日 

 

10日 

 

17日 

 

24日 

４年６年     ３年 ２．６年 持って来てねといった人 

その他の日はおやすみだよ 

3月 4月広島書道展に出した作品が広島銀行に飾ってあります。ぜひぜひ 

県立美術館に見に行けなかった人は行ってみてください 



 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

「ありがとうを書こう」 

 
 

 

 
 

笑い文字普及協会 
 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

大 好 評 

朱色のほっぺや💛を描いて「ありがとう」

のはがきを完成させます。 

完成品は飾っても、プレゼントしても...  

90分の講座をうけるだけで、誰にでも、

簡単に、幸せいっぱいのはがきができる 
 

お問い合わせは 

        KIC熊野インターナショナルカレッジ 

向井りえ 

090-4802-4945 

 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英会話は、コトバの学習というだけではなく、コトバの背景を感じ、  

国際感覚を身につけたり、文化的な視野を広げてくれる現代人の「基本ツール」です。 

                              

4月からのクラス分けはまだよくわかりません。が 

この時間がダメですというのがありましたらお知らせください 

基本火曜日と木曜日です 

英会話教室からのお知らせ 4/1は教室の春休み、4/8～開始 

いつも英語教育に理解いただきありがとうございます。 

今年度もあと少しとなりました。クラスによっては教科書を２冊終えたところもあり目に見えて上達を感じています。 

AIが発達しているとはいえ英語力はコミュニケーションとして大学受験から必要となってきます。 

聞こえる・英語で理解する・答える・話す。このプロセスを習得していくことが大事です。 

学校教育では、教科書が変わり外国人を先生に招いているだけで、私たちの英語教育から形態はほぼかわっていません。 

それでは昔と同じままですよね。先生が日本語を使わない。これが生徒たちにとって英語脳をフル回転させていますよ。 


